
 

 

連携開催 くずまき高原森林の恵みフォーラム 

－薪・巻・牧－トリプル薪フェスタ 2012 
 

日時：平成２４年１０月１２日（金）～１４日（日） 

開催地：宮城県川崎町腹帯、岩手県葛巻町グリーンテージ・森のこだま館・こいわの森 
 

主催：日本ＥＩＭＹ研究所、葛巻町森林組合、地域環境学ネットワーク 

協力：森林総合研究所関西支所 

 

 

参加費：無料（ただし、交通費、宿泊費、一部食事代は御負担下さい） 
 

宿泊：１２日：葛巻町グリーンテージ http://www.greentage.com/ TEL:0195-66-3000 

    １３日：平庭山荘 http://hiraniwa.com/ 

（両日ともグリーンテージを通して各自御予約下さい。シンポジウム参加の旨を述べて下さい。 

部屋数を確保してあります。） 

 

これまで、大阪、長岡京と関西で開催してきた里山シンポジウムでしたが、今回は薪と里山の本

場、東北の川崎町、葛巻町で、くずまき高原森林の恵みフォーラム－薪・巻・牧－トリプル薪フ

ェスタ 2012 と連携して開催します。 

 

 

１０月１２日（金） 

  13:30-15:00 川崎－仙台薪ストーブの会 里山見学会（宮城県川崎町） 

川崎－仙台薪ストーブの会の活動の場である川崎町町有林を見学します。ここ

では会員により、これまで約３ヘクタールの広葉樹林が伐採・更新され、薪づ

くりが行われています。本見学会では、その伐採状況、萌芽更新状況、薪生産

活動の状況等を見学し、現地会員との交流を深めます。その後、葛巻町に移動

します。 
 

＜東北新幹線の方＞  

※12:00 仙台駅集合 （東京 9:56→11:37 仙台 はやて・こまち 39 号） 

※チャーター車で川崎町に向います。往復運賃 2500 円をお支払い下さい。 

※各自弁当を御用意下さい。川崎町腹帯公民館到着後昼食と致します。 

※見学会終了後、東北新幹線はやて３１号（仙台 16:38→17:39 いわて沼宮内） 

に乗れるようにチャーター車を運行します。 

※いわて沼宮内から会場（宿泊先と同じ）までチャーター車（無料）を運行します。 

＜車の方＞ 

※13:20 迄に川崎町腹帯公民館に集合して下さい。 

※腹帯公民館は山形自動車道川崎ＩＣより車で約１０分です。 

※見学会終了後、葛巻町に移動して下さい。 

※夜の交流会会場の葛巻町グリーンテージには、東北自動車道滝沢ＩＣから国４号 

(約 35 分)、さらに岩手町(沼宮内)から国道 281 号で約 35 分です。  



 

  19:00-21:00 第１回全国薪の会交流会 （葛巻町グリーンテージ） 

我が国で初めての、全国各地の薪づくりの会の交流会です。夕食をとりながら、

薪割りスト深澤光さんのトークと、情報交換により、親交を深めます。 

※参加費（５０００円）はグリーンテージの宿泊費（１泊２食付き）に含まれ 

ています。 
 

宿泊：グリーンテージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１３日（土） 

   8:45-10:00 袖山高原探訪 

雄大な自然を満喫できる高原牧場です。岩手山、姫神山など、北上高地や奥羽

山脈の山並みが見渡せ絶景。高原内には袖山高原風力発電所があります。途中

「森のそば屋」で有名な江刈川の水車も見学します。 

 

＜集合＞ グリーンテージ前 8:45 

 ※移動手段：マイクロバスまたは自家用車 

 ※終了後、くずまき高原森林の恵みフォーラム（主催：葛巻町産業振興協議会・葛巻 

町森林組合）に合流します。 

※高原探訪後、マイクロバスは開会セレモニー会場（森のこだま館）に直行します。 

※当日宿泊先の平庭山荘は森のこだま館から徒歩１０分程です。 

 

 

10:00-10:30 くずまき高原森林の恵みフォーラム開会セレモニー（森のこだま館） 

 

 

10:50-11:45 森林とのふれあい体験 見学（こいわの森） 

大人も子どもたちも一緒に薪収穫、粉炭散布、もやかき、薪割り等を行う体験

会です。 
※会場付近駐車しにくいので、開会セレモニー会場からバスで移動します。 

 

  12:00-13:25 昼食会 （森のこだま館） 
秋の味覚汁、釜炊きご飯、郷土の屋台等。無料です。 

 

          アトラクション チェーンソーアート 田鎖 利光氏 



 

  13:30-17:00 講演会 （森のこだま館） 

 

アウトオブキッザニア「活樹祭」報告            江刈小学校児童 

 

「里山とドングリの林」          森林総合研究所    大住克博 

 

「野生動物と押し合い、へし合いしながら暮らしていくために」 

                     岩手大学農学部准教授 山本信次 

 

「エネルギーの地産地消による地域の活性化」 

東北大学名誉教授   新妻弘明 
 

 
 

 

 

  1７:３0-2０:00 森林業の展望を語る情報交換会 （森のこだま館） 

※参加費（５０００円）は平庭山荘の宿泊費（１泊２食付き）に含まれてい 

ます。 
 

 

宿泊：平庭山荘（森のこだま館から徒歩約１０分） 

 

 

 

１０月１４日（日） 

   8:15-10:00 生きた里山 バッタリー村訪問 

久慈市山形にあるバッタリー村を訪問し、村長の木藤古徳一郎さんから里山の

人々の暮らし、匠の技など、生きた里山を学びます。 
 

＜集合＞ 平庭山荘前 8:15 

 ※移動手段：マイクロバスまたは自家用車 

※終了後、マイクロバスはシンポジウム会場（グリーンテージ）に行きます。 
 

 

 



 

  10:30-15:40 第３回薪・里山シンポジウム「里山をめぐる社会システム」 

（グリーンテージ） 
「里山をめぐる社会システム」、「葛巻町の取組み」、「各地の事例」につい

て参加者が講演・討論を行います。昼食会場では全国薪積み選手権が開催され

ていますのでそれも見学します。終了後、17:01 いわて沼宮内発新幹線まで

マイクロバスでお送りします。 
 

＜プログラム＞ 

10:30～10:40 開 会 

10:40～12:00 ＜里山をめぐる社会システム＞ 

   「ナラ枯れから見えてきた地域社会の課題」    神戸大学 黒田慶子 

「薪利用を一気に拡大させる、副業的自伐林業のススメ」 

                     土佐の森救援隊 中嶋健造 

「“担い手”から見る“里山・里海”創生の社会システム 

― 生業複合とコモンズ」           鳥取大学 家中 茂 
 

      討 論 
 

12:00～13:30 昼 食 

        ※ＪＲバス葛巻駅構内（グリーンテージからマイクロバス運行）で 

         地元料理の屋台が出ます。各自昼食をお取り下さい。 

        ※同会場で開催中の第５回薪積み・薪つくりコンテスト見学 

 

13:30～15:35 ＜各地の事例＞ 

「川崎－仙台薪ストーブの会の取組み」 川崎町の資源をいかす会 菊地重雄 

「３．１１以後の福島の薪状況」     ふくしま薪ネット主宰   渡部昌俊  

「薪の力で海と山を繋ぐ海のおやじたち」賀露おやじの会の事例報告 

鳥取環境大学   森下智貴 

「智頭町木の宿プロジェクト」   智頭町「木の宿場」実行委員会  岡田邦雄 

「葛巻町の取組み」                     葛巻町森林組合   竹川高行 

「大津市、長岡京市の取組み」      森林総合研究所関西支所   奥 敬一 

  

        総合討論           

 

15:35～15:40  閉 会 

 

15:50            いわて沼宮内行きマイクロバス出発 

（17:01 いわて沼宮内発新幹線に接続） 

 

 

 

案内、プログラム等の最新情報につきましては、第３回薪・里山シンポジウムウェブサイト 

http://ve.cat-v.ne.jp/ni.eimy/satoyama.html をご覧ください。 
 


